
日時：令和3年11月6日（土）16：30～18：00 ［受付開始16：00］

＜登壇者＞
■県域の3者連携の事例
・社会福祉法人岩手県社会福祉協議会
地域福祉企画部長兼ボランティア・市民活動センター所長 斉藤穣氏

・岩手県地域福祉部地域福祉課 生活福祉担当課長 長谷川克信氏
・いわてNPO災害支援ネットワーク 共同代表 葛巻徹
■市町村域の3者連携の事例
・岩泉町危機管理課 危機管理監兼課長 佐々木重光氏
・特定非営利活動法人クチェカ 事務局長 鈴木悠太氏
・社会福祉法人釜石市社会福祉協議会
地域福祉課長兼生活ご安心センター（副センター長） 菊池亮氏

・一般社団法人三陸ひとつなぎ自然学校 代表理事 伊藤聡氏
＜全体コーディネーター＞
・特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク
代表理事 栗田暢之氏

《主催》NPO法人いわて連携復興センター・いわてNPO災害支援ネットワーク 《共催》岩手県・社会福祉法人岩手県社会福祉協議会

ぼうさいこくたい特設サイト
https://bosai-kokutai.jp/にアクセス

～東日本大震災・台風被害を経験した岩手だからこそ伝えたいこと～

<<ぼうさいこくたい2021 セッション28>>

セッションページからプログラムを選択
【セッション S28】

ライブ配信の閲覧！
※当日は［参加はこちらから］をクリック

災害時の効果的な被災者支援や防災活動の推進には、平時から行政・社会福祉協議会・NPO等
の3者等が、顔の見える関係を構築し、災害時には横の連携が重要になってきます。
そこで本セッションでは、東日本大震災、台風被害等、幾度となく被災を経験した岩手だからこそ見
えてきた3者連携の必要性と平時から備えを、岩手県内の事例を通してお伝えします。
有事に備え、どのように平時から地域内の支援団体の体制構築を図っていけばよいのか、今後起
こりうる広域災害に向けて今から何に取り組んでいけばよいのか。
岩手の取り組みをもとに、みなさまとともに考える機会とします。

※ZOOMウェビナーページ
に飛びます

《問い合わせ先》
いわてNPO災害支援ネットワーク 担当：瀬川（NPO法人いわて連携復興センター)
ＴＥＬ：0197-72-6200 メール：segawa@ifc.jp 携帯：080-5736-0433
＊2019年度休眠預金活用事業の一環で開催します

開催方法：Zoomウェビナー（完全オンライン配信）

参加方法①
QRコードから直接ZOOMに

参加したい方

事前登録不要
参加費無料

参加方法②
特設サイトからアクセスしたい方

ID：832 3393 9854 ／ パスコード：365472

mailto:segawa@ifc.jp


斉藤 穣 氏
岩手県社会福祉協議会地域福祉企画部 部長兼ボランティア・市民活動センター所長
日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業後、東京都社会福祉協議会勤務を経て、平成6年4月
から岩手県社会福祉協議会職員となる。令和2年４月から 現職

長谷川 克信 氏
岩手県保健福祉部地域福祉課生活福祉担当課長
岩手県生まれ。2011年の東日本大震災では、県の災害対策本部で被災地に必要な物資情報のとりま
とめ作業を行った。2018～19年度に日本ジオパークで最も広大な面積である三陸ジオパークの振興に
携わり、5億年の多様な大地である三陸の魅力や大津波の歴史と共生してきた三陸の知恵と教訓を地
域の内外に発信。2021年度から現職。

葛巻 徹 氏
いわてNPO災害支援ネットワーク 共同代表
岩手県花巻市出身・在住。震災前からボランティアでNPO、中間支援の活動を花巻で行う。東日本大
震災後、岩手県内の中間支援NPOの仲間といわて連携復興センターを設立。2016年の台風10号の支
援をきっかけに、岩手県内の復興支援団体で、いわてNPO災害支援ネットワークを設立。岩手の復興
と、防災体制の構築に取り組んでいる。

登壇者紹介

鈴木 悠太 氏
特定非営利活動法人クチェカ 理事・事務局長
岩泉町に生まれ地元高校を卒業後に進学のため上京。４年を過ごしたのち故郷へと戻る。
その後は町の臨時職員として長く役場に勤務。総務課在職時には東日本大震災を経験する。
町の復興支援員を経て、平成28年4月に新たな地域資源の創出のためＮＰＯ法人クチェカを設立。
同年10月には台風第10号豪雨災害を経験する。

佐々木 重光 氏
岩手県 岩泉町役場 危機管理監 兼 危機管理課長
1958年7月生まれ。岩手県立宮古高等学校卒業、1978年宮古地区広域行政組合消防士拝命
消防庁消防大学校幹部科卒業。在職中2011年東日本大震災、2016年台風第10号災害で指揮を担
当。これら災害での国の検証委員として参画。2018年より岩泉町役場危機管理監。現在総務省災害
マネジメント総括支援員登録。

菊池 亮 氏
社会福祉法人釜石市社会福祉協議会 地域福祉課長 兼 生活ご安心センター （副センター長）

東北福祉大学社会福祉学部社会教育学科卒業、東北福祉大学大学院総合福祉学研究科 社会福
祉学専攻 修士課程修了、平成６年釜石市社会福祉協議会入職

介護保険制度の創設に伴い３つの事業所を設立。急激な人口減少社会にあった釜石市において、住
民参加型在宅福祉サービス団体を中心とした助け合いの仕組みづくりを実践。

東日本大震災以降は、ボランティア活動・相談支援・地域づくり等、被災者支援全般に関わりながら、
地域やご近所を基盤にしたコミュニティワークを通して、持続可能な地域共生社会の実現に挑戦中。

伊藤 聡 氏
一般社団法人三陸ひとつなぎ自然学校代表理事

釜石生まれ、釜石育ち。震災前は宝来館（旅館業）に所属し、グリーン・ツーリズムの新たな仕組みづ
くりや自然を活かした宿業を模索し、地域内外、都市部との連携を強化する活動に取り組む。3.11で

は、波に追われる様に逃げた裏山で九死に一生を得る。宝来館の再建と地域の復旧活動に奔走する
中で、様々なご縁や全国から訪れるボランティア、地域の方々にお世話になりながら「一般社団法人
三陸ひとつなぎ自然学校」を設立。ボランティアツーリズムから観光復興、地域教育を通した次世代育
成事業を推進。平成30年、復興庁「新しい東北復興・創生顕彰」を受賞。

栗田 暢之 氏
認定特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）代表理事
阪神・淡路大震災を機に50箇所以上の災害現場に携わる。東日本大震災の教訓を経て、行政・社協・
NPO等、多様な支援主体間の連携・コーディネーションの強化をめざすJVOADの創設に尽力し、現在に
至る。認定NPO法人レスキューストックヤード代表理事、内閣府「避難生活支援・防災人材育成エコシ
ステム構築検討会」座長ほかも兼務。
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